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美
濃
　
（
三
野
）
　
国
の
郡
（
評
）
　
の
初
見
に
つ
い
て
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す
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県
博
物
館

要
旨美
濃
国
が
所
管
す
る
郡
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
刊
行
の
　
『
岐
阜
県
史
　
通
史
編

古
代
』
　
（
野
村
ば
か
．
あ
ご
）
　
に
お
い
て
初
見
史
料
が
整
理
さ
れ
、
建
郡
時
期
の
明
ら
か
な
石

澤
・
池
田
・
席
田
・
群
上
の
四
郡
を
除
く
、
多
芸
以
下
の
十
四
郡
に
つ
い
て
「
八
世
紀
初
頭
の
段
階

で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
す
べ
て
の
郡
が
存
立
し
た
と
断
言
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

成
立
し
て
い
た
と
み
て
、
誤
り
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
岐
阜
県
史
』
刊

行
後
、
木
簡
の
出
土
数
が
増
加
し
、
と
く
に
七
世
紀
後
半
の
評
制
下
の
状
況
を
よ
り
詳
し
く
み
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
、
そ
の
木
簡
を
加
え
、
あ
ら
た
め
て
美
濃
国
所
管
の
郡

（
評
）
　
の
初
見
史
料
を
整
理
し
、
不
破
・
大
野
・
厚
見
・
各
務
・
山
県
・
武
義
・
賀
茂
・
可
児
の
八

評
が
、
『
岐
阜
県
史
』
時
点
よ
り
初
見
が
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

は
じ
め
に

『
岐
阜
県
史
　
通
史
編
　
古
代
』
　
（
以
下
、
『
県
史
』
と
略
称
す
る
。
）
　
は
、
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）
　
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
か
ら
四
十
年
以
上
経
つ
が
、
現
在
で
も
県
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

う
え
で
の
基
礎
文
献
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
美
濃
国
の
郡
（
評
）
　
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
章

律
令
体
制
の
完
成
と
上
昇
、
第
三
節
　
濃
飛
両
国
の
諸
郡
と
郡
司
、
一
濃
飛
両
国
の
諸
郡
」

（
野
村
ほ
か
ー
①
ご
）
　
に
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
美
濃
国
所
管
の
郡
、
『
延
書
式
』
　
で
は
多
芸

以
下
十
八
郡
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
奈
良
時
代
以
降
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
四
郡
を
除
く

十
四
郡
に
つ
い
て
、
古
文
書
・
古
文
献
を
中
心
に
当
時
最
新
の
史
料
で
あ
っ
た
木
簡
も
ま
じ
え
、
初

見
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
宝
令
制
下
に
お
け
る
郡
の
前
身
で
あ
る
七
世
紀
後
半
の
評
段

階
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
「
八
世
紀
初
頭
の
段
階
で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
す
べ
て
の
郡
が
存
立
し
た
と

断
言
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
成
立
し
て
い
た
と
み
て
、
誤
り
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
結
論
に
つ
い
て
変
更
は
な
い
が
、
『
県
史
』
刊
行
後
、
七
世
紀
後
半
の
評
制
下
の
木
簡
が
、

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
の
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
や
石
神
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
飛
鳥
・
藤
原
地
域
に

お
い
て
相
次
い
で
出
土
し
、
当
時
に
比
べ
関
係
史
料
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
例
え
ば
奈
良
文
化
財
研

究
所
に
よ
っ
て
、
評
制
下
の
荷
札
木
簡
が
集
成
さ
れ
る
（
奈
支
所
．
N
e
C
の
）
な
ど
、
質
・
量
と
も

に
増
加
し
た
木
簡
を
利
用
し
、
も
と
も
と
史
料
の
少
な
い
地
方
の
古
代
史
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
、
評
制
下
の
木
簡
を
も
と
に
、
律
令
国
家
形
成
期
に
お
け

る
地
方
制
度
の
理
解
に
つ
い
て
も
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
る
（
市
．
N
0
－
0
）
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら

の
成
果
に
基
づ
き
、
現
時
点
（
平
成
二
九
年
〔
N
O
〓
〕
一
月
）
に
お
け
る
美
濃
国
の
郡
（
評
）
　
の

初
見
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た
い
と
思
う
。

な
お
、
国
・
郡
（
評
）
　
の
地
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
評
制
下
と
奈
良
時
代
以
降
、
『
延
書
式
』
と

は
相
違
す
る
場
合
が
あ
る
。
美
濃
の
国
名
表
記
は
、
評
制
下
を
中
心
と
し
た
「
三
野
」
以
降
、
「
御

野
」
↓
「
美
濃
」
と
変
遷
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
原
則
と

し
て
「
美
濃
」
で
記
述
し
、
史
料
引
用
の
際
は
そ
の
表
記
に
し
た
が
う
。
ま
た
、
郡
（
評
）
名
に
つ

い
て
も
、
『
延
書
式
』
の
表
記
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
　
の
好
字
令
以
降
に
整
え
ら
れ
た
も
の
も

含
む
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
、
と
く
に
評
制
下
と
は
相
違
す
る
例
が
多
く
、
郡
に
よ
っ
て
は
複
数

の
表
記
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
も
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
『
延
書
式
』
の
表
記

で
記
述
し
、
史
料
引
用
の
際
は
そ
の
表
記
に
従
う
。

一
美
濃
国
所
管
の
郡

美
濃
国
所
管
の
郡
に
つ
い
て
は
、
『
延
書
式
』
民
郡
上
諸
国
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

美
濃
国
上
菅
　
多
芸
　
石
津
　
不
破
　
安
八
　
池
田
　
大
野
　
本
巣
　
席
田
　
方
県

厚
見
　
各
務
　
山
県
　
武
義
　
辞
上
　
賀
茂
　
可
児
　
土
岐
　
恵
奈

多
芸
以
下
十
八
郡
あ
り
、
こ
れ
は
『
和
名
類
衆
抄
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
石
津
・
池

田
・
席
田
・
群
上
に
つ
い
て
は
建
郡
が
奈
良
時
代
以
降
で
あ
る
。
以
下
、
建
都
の
順
に
み
て
い
く
。

鹿
田
郡
は
、
和
銅
八
年
（
七
一
五
）
　
に
本
巣
郡
を
割
い
て
建
て
ら
れ
た
（
『
続
日
本
紀
』
　
〔
以
下
、
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『
締
結
』
と
略
称
す
る
。
〕
　
霊
亀
元
年
七
月
丙
午
条
）
。

池
田
郡
は
、
『
県
史
』
　
で
は
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
七
月
葵
西
条
を
初
見
と
し
、

そ
の
建
郡
時
期
を
「
九
世
紀
半
ば
前
ご
ろ
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
条
里
遺
構
の
検
討

か
ら
す
る
と
、
八
世
紀
初
め
の
和
銅
・
養
老
ご
ろ
と
み
る
推
測
も
可
能
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
『
和
名
類
衆
抄
』
　
の
「
承
和
四
年
割
安
八
部
池
田
郡
」
　
（
名
古
屋

市
博
物
館
、
－
①
①
N
）
　
と
す
る
記
述
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
建
郡
が
承
和
四
年
（
八
三
七
）
　
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

石
澤
郡
、
群
上
郡
に
つ
い
て
は
、
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
　
に
そ
れ
ぞ
れ
多
芸
郡
、
武
義
郡
を
割
い

て
建
て
ら
れ
て
い
る
（
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
二
年
間
四
月
丁
酉
条
）
。

こ
れ
ら
席
田
・
池
田
・
石
澤
・
群
上
の
四
郡
を
除
き
、
大
宝
令
施
行
時
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前

に
立
郡
（
評
）
が
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
十
四
郡
で
、
そ
の
時
期
以
前
に
廃
止
さ
れ
た
未

知
の
郡
（
評
）
　
の
存
在
も
考
慮
す
る
と
十
四
郡
＋
α
と
在
る
。

二
　
名
郡
　
（
評
）
　
の
初
見

十
四
郡
各
個
に
あ
ら
た
め
て
初
見
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

①
多
芸

『
県
史
』
　
で
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
十
月
二
十
五
日
付
の
　
「
弘
福
寺
田
畠
流
記
帳
」
を
初
見
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
県
史
』
が
落
と
し
た
の
か
、
新
史
料
で
は
な
い
が
『
続
紀
』
大
宝
二
年

（
七
〇
二
）
　
三
月
庚
寅
条
に
「
美
濃
国
多
伎
郡
」
と
み
え
る
の
で
、
こ
ち
ら
が
初
見
で
あ
り
、
こ
の

箇
所
の
『
県
史
』
は
修
正
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
不
破

『
県
史
』
で
は
『
締
結
』
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
十
一
月
庚
辰
条
を
確
実
な
初
見
と
す
る
が
、
次

の
乙
酉
年
（
六
八
五
）
　
の
年
紀
が
あ
る
木
簡
が
発
見
さ
れ
、
天
武
朝
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

石
神
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
C
e
の
）

・
乙
酉
年
九
月
三
野
国
不
H

・
評
新
野
見
里
人
止
支
ツ
埋
ハ

ー
「
？
N
T
の
　
〇
二
　
檜
・
板
目

な
お
、
『
日
本
書
紀
』
　
（
以
下
、
『
書
紀
』
と
略
称
す
る
。
）
天
武
天
皇
元
年
（
六
七
二
）
六
月

丁
亥
条
に
は
「
入
不
破
。
比
及
郡
家
」
と
あ
り
、
不
破
郡
（
当
時
は
評
）
　
の
存
在
を
前
提
に
し
た
記

述
で
、
こ
れ
を
初
見
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
『
県
史
』
は
壬
申
の
乱
後
に
不
破
郡
が
多
芸
郡
の

北
部
を
割
い
て
立
て
ら
れ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
大
宝
二
年
の
記
事
を
「
確
実
な

初
見
」
と
し
て
い
る
。
木
簡
に
よ
り
、
乙
酉
年
（
六
八
五
）
　
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
そ
の
立
評
は
、
壬
申
の
乱
後
で
あ
れ
ば
、
六
七
二
な
い
し
六
七
三
年
か
ら
六
八
五
年
ま
で
の

問
と
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。
た
だ
し
、
壬
申
の
乱
以
前
の
立
評
の
可
能
性
も
残
っ

て
い
る
。

③
安
八

『
書
紀
』
天
武
天
皇
元
年
六
月
壬
午
条
の
「
安
八
磨
郡
」
が
『
県
史
』
時
点
の
初
見
で
、
現
在
で

も
そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
史
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
七
世
紀
第
4
四
半
期
に
属
す
る
と

さ
れ
る
「
三
野
国
安
八
麻
評
」
　
（
奈
文
研
．
N
e
e
の
）
　
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
飛
鳥
京
跡
苑
池
か
ら
出

土
し
て
お
り
、
評
制
下
で
の
実
在
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

④
大
野

『
県
史
』
で
は
『
締
結
』
大
宝
二
年
七
月
乙
亥
条
を
初
見
と
す
る
。
美
濃
国
関
係
の
評
制
下
の
木

簡
は
、
他
国
に
比
較
し
て
も
出
土
数
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
と
く
に
大
野
に
関
係
し
た

も
の
の
出
土
が
相
次
い
だ
。
年
紀
の
わ
か
る
木
簡
で
最
も
古
い
も
の
は
、
石
神
遺
跡
出
土
の
庚
辰
年

（
六
八
〇
）
　
の
荷
札
木
簡
（
奈
文
研
．
N
e
e
の
）
　
で
、
そ
れ
に
よ
り
大
野
は
天
武
朝
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
実
在
が
確
認
で
き
た
。

喉
諾
一
二
二
野
大
監
カ
〕

□
辰
年

大
口
五
十
戸

〔田カ〕

□
部
稲
耳
六
斗
（
貼
地
力
）

ー
①
？
∽
？
①
　
○
∽
∽
　
檜
・
板
目

ま
た
、
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
次
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

・
丁
丑
年
十
H

〔和太力〕

・伊□□【

（
心
「
）
・
（
－
○
）
・
A
 
e
∞
－
檜
・
板
目

奈
文
研
（
N
e
C
の
）
　
で
は
、
こ
の
木
簡
は
美
濃
国
か
ら
の
荷
札
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、
そ
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の
場
合
、
大
野
郡
石
太
郷
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
と
、
大
野
は
丁
丑
年

（
六
七
七
）
　
に
存
在
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
裏
面
の
　
「
部
」
は
、
実
際
の
木
簡
で
は
カ
タ
カ
ナ
の
　
「
ア
」
　
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
「
部
」
　
の
お
お
ざ
と
を
用
い
た
略
字
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
正
字
の
「
部
」
で
示

し
て
い
る
。
以
下
、
⑦
厚
見
、
⑧
各
務
、
⑲
武
義
、
⑪
賀
茂
、
⑫
可
児
、
⑬
土
岐
で
引
用
し
た
木
簡

も
同
様
で
あ
る
。

⑤
本
巣

『
県
史
』
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
本
賢
郡
栗
栖
太
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
。
『
県
史
』
以
降
、
藤

原
宮
跡
か
ら
「
本
須
郡
」
　
（
奈
文
研
．
－
①
『
∞
）
と
記
し
た
木
簡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
宮
か

ら
の
出
土
で
あ
る
が
、
都
制
下
の
も
の
な
の
で
大
宝
以
降
で
、
現
時
点
で
初
見
は
変
わ
ら
な
い
。

⑥
方
県

『
県
史
』
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
肩
県
郡
肩
々
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
。
『
県
史
』
以
降
、
平
城

宮
跡
か
ら
「
□
□
　
〔
方
県
カ
〕
　
郡
」
　
（
奈
文
研
．
－
①
∞
－
）
と
記
さ
れ
た
和
銅
四
年
（
七
二
）
　
の

年
紀
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
初
見
は
変
わ
ら
な
い
。

⑦
厚
見

『
県
史
』
で
は
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
　
四
月
二
十
二
日
の
美
濃
国
司
解
を
初
見
と
す
る
が
、

そ
の
後
、
評
制
下
の
荷
札
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

石
神
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
C
C
の
）

〔牟力〕

・
己
亥
年
九
月
三
野
国
各
□
H

・
汗
奴
麻
里
五
百
木
部
加
西
俵

（
－
①
〇
・
N
亨
A
 
e
－
①
　
檜
・
柾
目

⑨
山
県

『
県
史
』
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
山
方
郡
三
井
田
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
が
、
次
の
木
簡
に
よ
っ

て
丙
申
年
（
六
九
六
）
　
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
e
e
の
）

〔
丙
申
年
カ
〕
　
　
　
〔
国
力
〕

・
□
□
□
七
月
三
野
□
山
方
評

・
大
桑
里
□
　
安
□
藍
一
石

⑲
武
義

ー
∞
T
N
の
・
A
 
e
∽
】
　
檜
・
板
目

『
県
史
』
　
で
は
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
　
の
元
正
天
皇
美
濃
行
幸
に
関
わ
る
記
事
に
　
「
務
義
郡
」

（
『
締
結
』
養
老
元
年
九
月
戊
午
条
）
と
あ
る
の
を
初
見
と
し
た
が
、
次
の
木
簡
に
よ
っ
て
、
天
智

朝
の
乙
丑
年
（
六
六
五
）
　
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
以
下
、
便
宜
上
、
こ
の
木
簡
を
乙
丑

年
木
簡
と
仮
称
す
る
。
）
。

石
神
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
C
C
の
）

・
乙
丑
年
十
二
月
三
野
国
ム
下
評

・
大
山
五
十
戸
造
ム
下
部
知
ツ

従
大
田
部
児
安

ー
m
N
・
N
？
♪
　
C
の
N
　
檜
・
板
目

〔三カ〕
・
□
野
国
厚
見
評
華
田
五
十
戸

〔
田
力
〕
　
　
　
〔
赤
カ
〕

・
□
□
部
支
田
口
□
米
五

（
－
心
の
）
・
N
N
・
の
∴
〔
蕎
あ
　
檜
・
柾
目

こ
の
木
簡
に
年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
五
十
戸
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
十
戸
を
里
と
表

記
す
る
前
の
天
武
朝
以
前
の
木
簡
と
い
え
る
（
市
．
N
O
H
C
）
。
厚
兄
は
、
初
見
が
大
幅
に
さ
か
の

ぼ
っ
た
一
例
で
あ
る
。

⑧
各
務

『
県
史
』
　
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
各
牟
郡
中
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
が
、
次
の
木
簡
に
よ
っ
て
評

制
下
の
己
亥
年
（
六
九
九
）
　
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
C
C
の
）

「
ム
」
は
カ
タ
カ
ナ
の
ム
の
よ
う
で
あ
る
が
、
大
宝
二
年
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
や
酒
船
石

遺
跡
出
土
木
簡
の
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
頃
の
溝
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
　
「
牟
義
君
」
　
（
明

日
香
村
教
育
委
員
会
．
N
C
e
の
）
な
ど
に
み
え
る
「
牟
」
　
の
略
字
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
木
簡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
－
評
－
五
十
戸
の
地
方
行
政
制
度
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
最
古
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
、
都
民
制
と
は
無
関
係
な
五
十
戸
が
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ

の
評
価
が
律
令
国
家
の
形
成
史
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
木
簡
と
し
て
、
大
変
重
要
な
史

料
と
な
っ
て
い
る
。
乙
丑
年
木
簡
は
、
そ
の
よ
う
な
全
国
に
お
よ
ぶ
評
価
と
は
別
に
、
武
義
郡
の
歴

史
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
の
趣
旨
と
は
や
や
離
れ
る
が
、
こ

の
木
簡
を
題
材
に
武
義
郡
の
歴
史
に
関
わ
っ
て
一
点
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
大
山
五
十
戸
」
は
、
後
の
武
義
郡
大
山
郷
（
『
和
名
類
衆
抄
』
）
　
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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大
山
郷
の
地
は
、
地
名
が
み
え
る
賀
茂
郡
富
加
町
大
山
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
東
側
の
美
濃

加
茂
市
伊
深
町
に
は
武
義
郡
揖
可
郷
が
、
川
浦
川
を
挟
ん
で
南
側
の
賀
茂
郡
富
加
町
羽
生
に
は
賀
茂

郡
埴
生
郷
（
大
宝
二
年
戸
籍
で
は
加
毛
郡
半
布
里
）
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
山
里
（
郷
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
比
定
地
が
現
在
も
賀
茂
郡
富
加
町
に
所
属
し
て
い
る
よ
う
に
、
武
義
郡
と
賀
茂
郡

が
接
す
る
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
大
山
郷
と
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
大
山
神
社
が
『
延
書
式
』

で
賀
茂
郡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
義
郡
と
賀
茂
郡
の
間
で
の
大
山
郷
の
帰
属
問
題
に

つ
い
て
は
以
前
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
（
例
え
ば
阿
部
．
－
①
N
Q
・
式
内
社
研
究
含
．
－
①
∞
①
な
ど
）
。

近
年
で
は
、
『
新
修
関
市
史
』
　
（
河
合
ほ
か
．
－
①
①
①
）
が
、
武
義
・
賀
茂
両
郡
の
郡
堺
は
流
動
的

で
あ
っ
た
と
し
、
大
山
に
隣
接
す
る
揖
可
と
合
わ
せ
、
成
立
と
変
遷
の
過
程
を
詳
細
に
推
測
し
て
い

る
。
さ
て
、
乙
丑
年
木
簡
の
出
現
に
よ
り
、
大
山
里
　
（
郷
）
及
び
揖
可
里
（
郷
）
　
の
成
立
、
帰
属
す

る
郡
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

『
新
修
関
市
史
』
に
お
け
る
大
山
里
　
（
郷
）
　
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
推
測
は
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。
成
立
に
つ
い
て
は
、
揖
可
・
大
山
の
比
定
地
に
お
け
る
条
里
水
田
の
斑
総
面
積
が
一
つ
の
里

を
設
定
す
る
に
は
狭
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
加
毛
郡
半
布
里
と
併
存
し
て
い
た
可
能
性
は
薄
く
、
一

方
、
加
毛
郡
半
布
里
の
斑
給
面
積
の
不
足
と
い
う
事
態
と
あ
わ
せ
、
伊
深
の
条
里
水
田
は
「
半
布
里

の
人
々
へ
の
班
給
に
あ
て
ら
れ
た
と
み
る
ほ
う
が
合
理
的
」
と
し
、
伊
深
お
よ
び
大
山
は
「
大
宝
二

年
の
段
階
で
は
半
布
里
に
、
と
い
う
こ
と
は
加
毛
郡
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
、
人
口
の
増
加
や
耕
地
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
一
郷
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
郷
里
制
下
の
木
簡
A
を
も
と
に
揖
可
郷
が
そ
の
時
点
で
確
実
に
存

在
し
た
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、
天
平
勝
宝
二
年
四
月
二
十
二
日
美
濃
国
司
解
に
「
武
義
郡
揖
可
郷
」
が

み
え
る
こ
と
と
『
和
名
類
衆
抄
』
　
で
大
山
郷
が
武
義
郡
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
「
八
世
紀
初
め
に
は

賀
茂
郡
に
属
し
て
い
た
両
郷
が
、
後
に
武
義
郡
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
を
る
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て

最
後
に
、
大
山
郷
を
武
義
郡
に
記
載
す
る
『
和
名
類
衆
抄
』
　
の
郷
名
が
九
世
紀
前
半
の
状
態
と
最
も

よ
く
一
致
す
る
と
す
る
池
邁
弼
（
『
和
名
類
衆
抄
郡
郷
里
擢
名
考
讃
』
）
　
の
説
を
受
け
、
「
『
延
書

式
』
　
の
神
名
帳
に
は
、
大
山
郷
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
山
神
社
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
所

在
地
は
賀
茂
郡
と
あ
る
。
九
世
紀
前
半
に
は
確
実
に
武
義
郡
に
属
し
て
い
た
大
山
郷
が
、
こ
ん
ど
は

一
〇
世
紀
初
め
に
は
賀
茂
郡
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

十
世
紀
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
一
方
、
南
郷
の
成
立
に
つ
い
て
の
推
測

に
関
し
て
は
、
乙
丑
年
木
簡
の
出
現
が
再
考
を
迫
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
木
簡
に
よ
っ
て

六
六
五
年
時
点
で
、
後
の
　
「
武
義
郡
大
山
郷
」
　
に
あ
た
る
「
ム
下
評
大
山
五
十
戸
」
が
存
在
し
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
大
山
は
、
大
宝
二
年
時
点
の
条
里
水
田
の
班
給
面
積
の
問
題

と
は
無
関
係
に
、
五
十
戸
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
『
新
修
関
市
史
』
が
指

摘
す
る
そ
の
問
題
は
成
立
を
考
え
る
上
で
の
根
拠
に
な
ら
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

次
に
所
属
郡
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
山
に
つ
い
て
は
す
で
に
評
制
下
に
お
い
て
「
ム
下
評
」
、
後

の
武
義
郡
に
属
し
て
お
り
、
ま
た
成
立
の
根
拠
が
揺
ら
い
だ
と
す
る
と
、
賀
茂
郡
か
ら
武
義
郡
に
所

属
が
か
わ
る
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
性
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
。
今
後
、
八
世
紀
代
の
大
山
里
（
郷
）

に
関
す
る
木
簡
の
出
土
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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一
方
、
揖
可
郷
に
つ
い
て
は
、
天
平
勝
宝
二
年
に
武
義
郡
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
加
え
、
以
下
の
注
目
す
べ
き
二
点
の
木
簡
が
あ
る
。

A
　
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
－
①
∞
「
）

揖
可
郷
高
倉
里
山
下
部
荒
H
J
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
e
e
）
　
×
　
（
－
①
）
　
×
心
　
○
∽
①

B
　
平
城
京
二
条
大
路
条
闇
路
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
－
①
①
∞
）

〔
武
義
郡
カ
〕
　
　
　
〔
倉
力
〕

・
□
□
□
□
□
郷
高
□
里
□

・　　　　　　□亀元年

（
－
心
〇
・
（
－
○
）
・
。
○
∞
－

『
新
修
関
市
史
』
　
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
A
に
よ
っ
て
所
属
郡
が
不
明
な
が
ら
、
郷
里

制
下
（
七
一
七
～
七
三
九
末
・
七
四
〇
初
頭
）
　
に
は
「
揖
可
郷
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

B
も
同
じ
郷
里
制
下
の
木
簡
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
郡
郷
名
が
明
瞭
で
な
い
が
、
郡
名
は
　
「
武
義

郡
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
（
現
物
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
奈
良
文
化
財
研
究

所
が
公
開
し
て
い
る
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
る
限
り
「
武
義
」
で
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
）
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
高
□
　
〔
倉
カ
〕
　
」
と
さ
れ
て
い
る
木
簡
B
の
里
名
で

あ
る
。
高
倉
里
で
あ
れ
ば
、
A
を
参
考
に
揖
可
郷
高
倉
里
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
り
、
郡
名
が
武
義

郡
と
す
る
と
、
郷
里
制
下
の
遅
く
と
も
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
　
に
は
武
義
郡
に
揖
可
郷
が
存
在
し
た

と
み
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
「
八
世
紀
初
め
に
は
賀
茂
郡
に
属
し
て
い
た
」
が
、
「
後
に
武
義
郡

に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
　
（
河
合
ほ
か
．
－
①
①
①
）
　
と
の
推
測
は
、
大
山
と
同
じ
く
そ
れ
ほ
ど

の
短
期
間
に
所
属
郡
を
変
更
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
現
時
点
で
明
確
な
証
拠
は

な
い
が
、
『
新
修
関
市
史
』
　
の
揖
可
郷
に
関
す
る
成
立
か
ら
所
属
郡
の
変
更
に
関
す
る
推
測
に
つ
い

て
も
大
山
郷
と
同
様
に
や
は
り
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
大
山
里
（
郷
）
・
揖
可
里
（
郷
）
　
の
成
立
と
『
和
名
類
衆
抄
』
ま
で
の
動
き
を
推
測
す
る

『
新
修
関
市
史
』
に
つ
い
て
、
お
も
に
乙
丑
年
木
簡
を
材
料
に
疑
問
を
呈
し
た
。
基
本
的
に
は
、
成

立
か
ら
少
な
く
と
も
九
世
紀
代
頃
ま
で
は
南
郷
と
も
武
義
郡
に
属
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
。

⑪
賀
茂

『
県
史
』
時
点
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
を
初
見
と
し
た
が
、
次
の
戊
子
年

（
六
八
八
）
　
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
か
ら
評
判
下
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

飛
鳥
京
跡
苑
池
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
C
e
の
）

・
戊
子
年
四
月
三
野
国
加
毛
評

・
度
里
石
部
加
奈
見
六
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
∞
－
・
N
N
・
u
 
O
〓
　
檜
・
板
目

な
お
、
石
神
遺
跡
出
土
の
辛
巳
年
（
六
八
一
）
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
に
「
可
毛
評
」
　
（
奈
文
研
．

N
C
C
∽
）
と
み
え
る
が
、
周
辺
か
ら
美
濃
国
に
関
わ
る
木
簡
が
多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
も
美
濃
国
の
「
可
毛
評
」
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
戊
子
年
を
さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
存
在
が
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

⑫
可
児

『
県
史
』
時
点
で
は
天
平
勝
宝
二
年
の
美
濃
国
司
解
を
初
見
と
す
る
が
、
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら

丁
丑
年
（
六
七
七
）
　
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
、
そ
の
存
在
が
大
幅
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
で

きた。飛
鳥
池
工
房
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
e
e
の
）

丁
丑
年
十
二
月
次
米
三
野
国
加
擢
畝
翰
五
十
戸
人

－
里
中
∴
こ
・
ふ
　
C
の
－
檜
・
板
目

⑬
土
岐

『
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
　
四
月
己
未
条
が
初
見
で
あ
る
。
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
丁

丑
年
（
六
七
七
）
　
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
、
評
制
下
に
お
け
る
存
在
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

飛
鳥
池
工
房
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
．
N
e
C
の
）

・
丁
丑
年
十
二
月
三
野
国
刀
支
評
次
米

・
恵
奈
五
十
戸
造
阿
利
麻

番
人
服
部
枚
布
五
斗
俵

｝
空
・
N
∞
・
A
 
C
の
N
　
檜
・
板
目

⑭
恵
奈

『
県
史
』
は
、
天
平
勝
宝
二
年
の
美
濃
国
司
解
を
初
見
と
す
る
が
八
世
紀
初
め
に
は
存
在
し
た
と

み
て
い
る
。
⑬
土
岐
で
引
用
し
た
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
「
刀
支
評
恵
奈
五
十

市
」
　
の
記
載
に
よ
り
、
恵
奈
は
「
刀
支
評
」
　
の
五
十
戸
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
新
た
に
判
明
し
、
丁

丑
年
（
六
七
七
）
　
に
は
評
と
し
て
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
時
点
で
、

恵
奈
郡
の
初
見
は
『
県
吏
』
と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
丁
丑
年
以
降
、
天
平
勝
宝
二
年
ま
で
の
間
に
土

岐
郡
（
評
）
を
割
い
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
し
か
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
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以
上
、
『
延
書
式
』
に
お
け
る
美
濃
国
所
管
で
、
評
判
下
か
ら
大
宝
令
施
行
前
後
に
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
る
郡
（
評
）
　
の
初
見
を
整
理
し
た
。
な
お
、
①
～
⑭
以
外
に
明
確
に
美
濃
国
が
所
管
す
る

と
考
え
ら
れ
る
未
知
の
評
に
関
す
る
史
料
は
、
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
『
県
史
』
以
降
、
数
を
増
し
た
七
世
後
半
、
評
制
下
の
木
簡
に
よ
り
、
『
県

史
』
よ
り
初
見
が
さ
か
の
ぼ
っ
た
の
は
、
不
破
・
大
野
・
厚
見
・
各
務
・
山
県
・
武
義
・
賀
茂
・
可

児
の
八
評
で
あ
る
。

美
濃
国
所
管
の
評
は
、
こ
の
八
評
に
加
え
、
『
書
紀
』
に
初
見
が
あ
り
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
安

八
と
土
岐
を
合
わ
せ
る
と
、
現
時
点
で
十
評
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
世
紀
初
頭
に
存
在
が
確
認
で
き
る
多
芸
・
本
巣
・
方
県
に
つ
い
て
は
評
制
下
に
さ
か
の
ぼ
る
の

か
、
ま
た
丁
丑
年
（
六
七
七
）
　
に
「
刀
支
評
」
　
の
五
十
戸
で
そ
の
後
ど
の
時
点
で
建
て
ら
れ
た
か
不

明
な
恵
奈
に
つ
い
て
は
立
郡
（
評
）
時
期
を
推
定
す
る
手
が
か
り
が
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
が

ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
う
か
が
う
木
簡
の
出
土
が
今
後
、
期
待
さ
れ
る
。

冒
頭
に
も
述
べ
た
が
、
四
十
年
以
上
前
に
編
ま
れ
た
『
県
史
』
に
お
け
る
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀

初
頭
の
美
濃
国
が
所
管
す
る
郡
（
評
）
　
の
成
立
に
つ
い
て
の
理
解
に
関
し
て
は
、
と
く
に
変
更
は
な

く
、
あ
ら
た
め
て
『
県
史
』
　
の
見
通
し
の
正
確
さ
を
認
識
で
き
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
そ
の
後
に

出
土
し
た
木
簡
に
よ
り
、
評
制
下
で
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土

と
い
う
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
る
が
、
今
後
も
飛
鳥
・
藤
原
地
域
、
そ
し
て
県
下
で
の
木
簡
の
出
土
に

注
視
し
っ
つ
、
蓄
積
さ
れ
た
史
料
を
も
と
に
ほ
ん
の
一
部
で
も
『
県
史
』
時
点
よ
り
岐
阜
県
の
歴
史

の
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。
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